
（１）JR総武線 新検見川駅 

 南口４番乗り場から千葉海浜交通バス 

 ①「海浜病院」行きで約20分、「海浜病院」下車 

 ②「千葉西高校」または「磯辺高校」行きで約20分、 

  「磯辺8丁目」下車徒歩3分 

（２）JR京葉線 検見川浜駅 

 北口４番乗り場から千葉海浜交通バス 

 ①「海浜病院」行きで約10分、「海浜病院」下車 

 ②「千葉西高校」または「磯辺高校」行きで約10分、 

  「磯辺8丁目」下車徒歩3分 
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新型コロナウイルス感染症のパンデミックの収束もみられず、地域医療の今後は先が見通せない状況と

なっているなか、市立病院として当院のまず果たすべき役割は、「胎児から高齢者まで切れ目のない医

療の提供」と考えます。 

 そのためには①救急医療、②高齢者医療、③小児、周産期医療、④移行期医療の充実が必要です。救

急医療としては令和元年度より救急科を新設し、救急専門医、看護師、臨床工学技士、救急救命士によ

る救急医療チームの充実化により、当院の強みである妊婦、新生児、小児だけでなく、成人、高齢者の

救急医療の強化も着々と進めてまいりました。また高齢者医療としては、救急科で受け入れた後の後方

支援診療科である総合内科や脳神経外科等の整備を進めており、またがん診療としては、消化器がん、

乳がん診療のみではなく、今後、呼吸器、泌尿器系のがん診療体制も強化していく予定です。 

 周産期医療としては、当院は地域周産期母子医療センターとしてハイリスク妊産婦を積極的に受け入

れ、また県内最大のNICU病棟を有し、低出生体重児診療の拠点となっています。また胎児診断や遺伝カ

ウンセリングも行っています。小児医療としては、当院は地域小児センターとして、365日小児ER救急

を行っており、救急疾患から一般診療、専門診療まで幅広い小児診療を提供しています。さらに小児外

科、形成外科、心臓血管外科と外科系小児診療も充実させてきました。 

 また移行期医療は、国内ではまだ未整備な領域でありますが、当院では平成30年より成人先天性心疾

患治療部を立ち上げ、成人先天性心疾患を中心として移行期医療を提供しています。 

 当然のことながら感染症対策も重要であり、引き続き、新型コロナウイルス感染症重点医療機関とし

て、乳幼児から高齢者に至るまで新型コロナ感染症患者の診療をおこなっていきます。 

  

 当院は築38年経過しており、施設の老朽化

への対応として、災害医療、感染対策の機能

をさらに強化した新病院を幕張若葉地区に建

設する予定であり、2026年春の開院を目指し

ております。 

 今後とも引き続き皆様のご指導、ご鞭撻の

ほどよろしくお願い致します。 

 院長就任の挨拶 

千葉市立海浜病院 

院長  吉岡 茂 

 令和4年4月より前任の寺井勝院長を引

き継ぎ、千葉市立海浜病院長に就任致し

ました吉岡茂です。私は1996年4月に千

葉大学医学部臓器制御外科（旧第一外

科）より当院に赴任して以来26年間消化

器外科医として勤務してまいりました。 



新しく就任した医師のご紹介 

 専攻医が小児科専門医を目指し、子ども達とその家族に真摯に向き合う姿を見る

と、良い緊張感が生まれ、診療がレベルアップしていくのを感じます。 

 一方、安心で安全な医療が提供できるように、常時、指導医は見守る必要があり

ます。 

 内科の専門研修も基幹病院となり、救急科と外科も専門研修プログラムを申請し

たところです。新病院に向けて、次世代を担う若い医師が力を発揮できるよう支援

していきます。  

 令和4年度の初期研修医は1年生が4名、2年生が5名です。出身大学はさまざまで、将来目指す専門領域も固定しておらず、お互い

丁度良い刺激になって、研修医室は活気があります。コンパクトな病院なので、指導医や、看護師などのメディカルスタッフと顔の

見える関係にあり、研修医は相談しやすい体制です。 

 協力型病院として、千葉大学から1年生1名を受け入れ、短期研修は、救急科が10名、産婦人科が16名、小児科が15名、耳鼻咽喉

科が1名、新生児科が1名、麻酔科が1名の外部から多くの研修医を受け入れています。 

 救急科研修は、ER型救急で多様な患者さんに触れることで人気があります。産婦人科と新生児科は地域周産期母子医療センターと

して、小児科は地域小児科センターとしての使命を果たしており、妊婦・胎児・新生児・乳児・児童・学童・思春期・移行期の患者

さんをどのように支えているのかを経験することが可能です。 

 2023年度は、従来の卒後臨床研修プログラムに加え、産科・小児科プログラムでの募集が可能となり、最大8名の研修医を採用で

きることになりました。研修施設としてさらに充実し、Good Doctorが飛び立てるよう整備していきたいと思います。 

 令和4年度の小児科専門研修は3名の専攻医が採用となっています。 

 さらに小児科に連携施設からの専攻医が2名、新生児科には当院の2年次の専攻医1名と連携施設の専攻医3名が研修中で、合わせて

9名の小児科専攻医がおります。 

令和4年度 初期研修医 

救急・集中治療部門 

救急・集中治療部門の紹介  

初期研修医・新規専攻医の紹介 副院長  金澤 正樹  

集中治療科統括部長  立石 順久  

治療や災害医療に従事し、大学での教官や米国での留学も経験してまいりました。 

 救急・集中治療は各科の中では比較的新しい領域であり、ちょうどその拡大期に携わる

ことができたので、これまで多くの病院での救急・集中治療部門の設計・立ち上げに関わ

らせていただき、今回その集大成として縁あってこちらの病院で集中治療部門の拡充に携

わらせていただくことになりました。 

 これまでも各診療科の先生方による重症管理が活発に行われておりましたが、引き続き

各科との協力体制の元、さらに幅広く、多くの重症患者さんに対応できるよう体制整備に 

に努めて参ります。 

 また市立病院として、千葉市の救急医療や災害医療体制への貢献は特に求められている部分だと思いますので、周辺の病院や

行政機関などともさらに連携を深めつつ、海浜病院の存在感を高めていきたいと考えています。 

 私自身の趣味はアウトドアスポーツ全般ですが、海浜病院は海と公園に面した恵まれた環境にあり、職員の方々の雰囲気も良

くとても働きやすい環境だと感じております。今後この雰囲気の良さが伝わってますます職員が増えることを期待しています。 

 新病院への移転も控え、今後ますます充実していく海浜病院の発展の一端を担えますようがんばります。 

4月に前任の成田赤十字

病院から集中治療科統括

部長として赴任しました

立石です。 

 2000年に千葉大学を卒業し、母校の救急集中治療

医学教室をはじめとする県内外の病院で救急・集中 


